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平成３１年（2019年）１月８日

れきみん

資料館だより № Ⅲ－１６

相生市立歴史民俗資料館

あけましておめでとうございます
昨年は、多くの皆様にご来館と諸事業への

ご参加をたまわり、ありがとうございました。

本年もよろしくお願いいたします。

現在、2019 年度事業計画の策定と以下のよ

うな資料の整理・整備を進めています。

◇ 「ぶん福茶釜」の保存処理（外注、４月

ごろ完了予定）

◇ 寄贈資料の登録・整理、データ化

◇ 不明確な古墳等の踏査

◇ 常設展の一部コーナー（原始・古代等）の展示替え

〈資料紹介11〉「ぶん福茶釜」の謎（その１）
当資料館で保管している資料の中に「ぶん福茶釜」があります。本資料は三濃山求福教寺

ぐぶくきようじ

（観音寺）の寺宝として伝えられ、信徒・総代らによって大切に保管されてきました。

秦 河 勝が愛用したという伝承があり、湯が沸騰するとチリンチリンと秘音を発するため、
はたのかわかつ

県内外の多くの人々が観覧に訪れましたが、三濃山廃村にあたり、1985 年（昭和 60）か

ら当館で保管・展示することになりました。

しかし、この茶釜について、文政５年（1808 年）に三野山別當（統括役）によって書かれた
べつとう

『三野山求福教寺縁起』に記載はありません。『相生市史』でも取り上げられることはな

く、確かな製作時期や場所はもとより、寺宝として扱われるようになったいきさつや名称

の由来など、多くの謎が残されています。

本資料は茶の湯でよく使われる羽釜や羽落釜ではなく、三足の釜に注口を設け肩部の
は が ま はおちがま つぎくち

鐶付（耳）に鉉（把手）を付けた手取釜です。鋳 鉄製で、体部は短頸壺のような形状を
かんつき つる と つ て てどりがま ちゆうてつ たんけい

しています。側面に注口が、肩部前後に鉉の先端を通す２つの鐶付が付いています。底部

近くにやや外に開く３つの低脚が付き、底部中央には小さな突起が見られます。最大径約

23.3cm、口径約 13.8cm、底径約 15.0cm、厚さ 0.3 ～ 0.4cm、脚を含めた高さは約 15.5cm

を測ります。蓋は中央に針金を通した 鈕 を配し、内側は口縁に合わさるように輪状の突
ちゆう

起が巡っています。径約 15.0cm、突起から鈕までの高さは約 1.7cm を測ります。太さ 0.5

～ 0.7cm の逆Ｕ字形の鉉は先端を細く鈎形に曲げて鐶付に通しています。鉉を含めた全体
かぎがた

の高さは約 38.5cmになります。

注口の先端が欠損し、内側でわずかに赤錆が認められるものの、全体的に保存状態は良
あかさび
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好で黒色を呈しています。

本資料に関わる重要な史料の一つに茶釜

観覧の芳名帳である『名釜観覧人名記』（以

下『人名記』と略す）があります。大正４年（1915

年）２月付けで、矢野村長と観音寺総代３

人の名でもって茶釜の観覧についての取り

決めや保管方法について５項が記されてい

ます。３項目に「分福茶釜」の名称が確認

できます。

続いて、大正４年（1915 年）２月 20 日

から昭和 15 年（1940 年）１月 21 日に至る

観覧者の芳名等（観覧日、住所・氏名、拝観料等）が記さ

れています。『人名記』を詳しく見ると、

地元住民をはじめ学校・警察・宗教・造船

所・登山・文芸など様々な関係者が三濃山

訪れ茶釜を観覧していたことがわかりま

す。また観覧者の住所も多様で、西播磨地

域を中心に県外も散見されます。

注目されるのは、最初（大正４年２月 20

日）に福田眉仙（1875～ 1963 矢野町瓜生生まれの著名
び せ ん

な日本画家）の名が見えることです。また、大正 「ぶん福茶釜」実測図

８年（1919年）には、「千古秘音」の書に

「興隆」の署名があることから、利井興隆（1883 ～ 1946 明治後期～昭和前期に活躍した本願寺布教師）が訪
か が いおきたか

れていたこともわかります。なお、福田と利井については次号で再度ふれる予定です。

『人名記』は、茶釜の由来などが書かれていたと思われる冒頭の数頁が落 丁し失なわ
らくちよう

れていますが、後年「一、紛失に付概畧を書残ス 文福茶釜は保本家所有の釜で有りまし

たが、神戸へ轉居する折龍野の小道具屋へ賣却す 後三濃山部落が二百十円にて買戻す

求福寺の宝物として保存す」と記した別紙が貼り付けられています。しかし、売却した時

期や買い戻した時期についての記述はありません。

（次号につづく）
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